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高校における英語力の養成【知事重点事業】
【事業目的】

府立高校生の英語４技能（読む・聞く・話す・書く）の引き上げを行うため、平成27年度から、府立高校１７校に対し、SET（Super English Teacher）＊によるTOEFL iBTを扱った授業を導入することとし、その体制を整備する。
また、在籍校によらず、意欲ある生徒に対して「聞く・話す」能力の鍛錬等を行い、会話力等の英語能力の引上げをめざす。
　*ＳＥＴ：（担当業務）
・TOEFL iBT等を活用した英語教育の授業、指導方法・教材開発、他の英語教諭の育成
（処遇）
・特定任期付職員として採用（任期は、平成27年4月から原則３年）
　　　　　
・給与年収は約７４０万円
（受験資格）
・TOEFL iBTスコア100点以上またはIELTSスコア7.5以上を有すること
　　
・学校教育法に基づく大学を卒業した方、または同等の資格があると認められる方

・日本国籍を有すること

・教員免許の有無は問わない（大阪府公立学校教員も受験可能）　

【平成２６年度当初予算額】　３９，４８９千円　
【事業内容】

（1） 骨太の英語力養成事業　　２６，０２７千円
高校３年間で、英語４技能を、英語圏の大学に進学できるレベルに引き上げるため、平成27年度からTOEFL iBTを扱った授業を導入する。

・対　　象：１７校（GLHS10校、使える英語プロジェクトＧ３の5校、GLHS候補2校）
・事業内容：シラバスや教材作成等のTOEFL iBT授業の準備、TOEFL iBT特設レッスン、教員へのTOEFL iBT研修など
     スケジュール
 




（2） 英語教育推進事業費（高校）　　１３，４６２千円
英語力の底上げのため、意欲ある生徒に対する「聞く・話す」能力の鍛錬を行うとともに、英語科教員の指導力を高める。
　　　・対　　象：上記（１）の１７校以外
・事業内容：意欲ある生徒への特訓クラス、生徒の海外研修支援、教員のディベート力育成研修など[image: image1.png]
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iBT授業開始   (H27：８校程度、H28：９校程度)








iBT導入準備





延長（２年まで）





SET　８校程度に配置（任期：原則３年）











SET　９校程度に配置（任期：原則３年）





・iBT特設レッスン　・iBTチャレンジ支援　・生徒の海外研修派遣　・教員研修


※準備期のH26に開始し、第2期のSET配置の終わるH30まで実施
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